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１．はじめに 

磁性ガーネットとは化学式 R3A5O12(R:希土類，A:Fe，Ga など)で表される透明軟磁性体であり，ファラデー

効果が大きく，可視光だけでなく，GHｚ帯の磁場イメージングデバイスへの応用が期待されている。R を Bi で

置換する Bi 置換ガーネットは置換量の増加とともにファラデー効果が向上するが，Bi が 2.5 以上含まれる組

成はガラス基板上に直接ガーネット構造を形成できないため Biが低濃度の組成の薄膜をバッファ層としてガラ

ス基板上に製膜し，その上に Bi が高濃度の本層を製膜している。これまでに我々は，バッファ層の Bi の量や

希土類の種類を変更した場合，本層の結晶性や磁気特性が変化することを報告してきた[1]。そこで本研究で

は，ガラス基板上で良質な薄膜が得られる Sm0.5Bi2.5Fe5O12(以下 SmBIG)や Bi3Fe5O12(以下 BIG)を本層にし

て，そのバッファ層に希土類を複数種類用いた時や Bi の含有量を変えて格子定数を変化させた時のガーネ

ット薄膜を作製し，結晶性および磁気光学的評価を行うことを目的とした。 

２．実験方法 

薄膜作製はMOD 法を用いた。希土類を用いた場合のバッファ層は R:Bi:Fe = 2:1:5 で，Bi 含有量を変えた

場合のバッファ層は R:Bi:Fe = 2:1:5，1.5:1.5:5，1:2:5 の組成比で作製した。用いる希土類を(1)Sm，Nd，La の

順で R2BiFe5O12 の組成で作製したもの，(2)Sm，Nd，Pr の順のもの，(3)3 層とも Sm のもの，(4)Bi の組成を

Bi=1，1.5，2 の順にしたものの 4 つの場合とし，いずれも格子定数が徐々に大きくなるようにした。原料溶液を

石英基板に塗布し，乾燥 150ºC，5 min，仮焼成 450ºC，15min，本焼成は SmBIG 薄膜 700ºC，BIG 薄膜は

490ºC，30 min でバッファ層は 3 層，本層は 3 層とした。得られた試料は XRD で評価した。 

３．結果と考察 

Fig.1及び 2に示すように全ての試料からガーネット

構造を示す XRD パターンが確認された。最強線で

ある (420)ピーク強度は本層が Sm2BiFe5O12 の場

合，バッファ層が(2) > (3) > (4) > (1)の順で，BIG が

本層では(1) > (2) > (3)≒(4)となり，Bi 量を徐々に増

やしていくことや結晶性の良いバッファ層を用いるこ

とより複数の希土類で格子定数を調整するほうが結

晶性の良い薄膜を得られる可能性が示唆された。 

 

 

 

Fig.1XRD patterm of 

SmBIG thin films 

Fig.2XRD patterm of 

BIG thin films 
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